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シラン系浸透性吸水防止材 

レジシラン＃１００ 
主成分並びに性状 

１．主成分は、特殊シランです。 

２．無色～淡黄色透明な液体です。 

特 徴 

１．コンクリート製品の表面に塗布することにより、長期的に優れた吸水防止性能を発揮します。  

２．遮塩性が優れていますので、特に塩害の防止に効果を発揮します。 

３．美観保護と白華防止に優れています。 

４．アルカリ骨材反応や凍結融解による劣化防止に効果を発揮します。 

５．浸透性が良く、強い吸水防止層を作ります。 

用 途 

 コンクリート構造物全般、カラーコンクリート・ＡＬＣ・ブロック等コンクリート製品全般 

使用方法 

１．塗布前に製品表面の脆弱層や汚れがないことを確認してください。 

２．水分が吸水防止剤の浸透を阻害するため、含水率をできるだけ低くしてください。 

３．レジシランをスプレー・刷毛・ローラー等で製品表面に塗布してください。 

４．標準塗布量は、３００ｍｌ/㎡です。 

（ＡＬＣやブロック等は４５０ｍｌ～６００ｍｌです。塗布量が多いと濡れ色になることがあります） 

５．塗り残しのないように２回以上に分けて塗布してください。（塗布間隔は３０分以内が特に有効です。） 

６．塗布後６時間程度は製品に水が掛からないようにしてください。 

荷 姿 
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☆尚、レジシラン＃１００の有効成分は９８～１００％です。その他に レジガード（有効成分１３％） 

レジシラン（有効成分２０％）、レジシランスーパー（有効成分４０％）があります。 
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本社営業部 
北海道支店 

大阪支店 
福井支店 

広島支店 
盛岡営業所 
新潟営業所 
中部営業所 
熊本営業所 

〒３３６－０９６４ さいたま市緑区東大門１－５－２ 

〒０７１－８１１２ 旭川市工業団地４条１丁目２番３号 
〒５７１－００４１ 門真市柳町１３－５(山口ビル３Ｆ) 
〒９１１－０８４８ 勝山市鹿谷町保田５７ 
〒７３８－０２０５ 廿日市市峠２４５－８４佐伯工業団地 
〒０２０－０１７２ 岩手郡滝沢村鵜飼笹森５－２７ 
〒９５０－０９０７ 新潟県新潟市西区ときめき東1-５-12ﾗー ﾚTOKIMEKIⅡ105 
〒５０３－０８５２ 大垣市禾森町６－７４（加納ビル２Ｆ） 
〒８６１－８０３５ 熊本市御領８－８－１１ 

☎０４８－８１２－１１６０ ＦＡＸ ０４８－８７８－２３０９ 
☎０１６６－７４－４８０５ ＦＡＸ ０１６６－３６－４２４５ 
☎０６－６９０９－７１０１ ＦＡＸ ０６－６９０９－７１７３ 
☎０７７９－８９－２２９３ ＦＡＸ ０７７９－８９－１８２３ 
☎０８２９－７４－１５６３ ＦＡＸ ０８２９－７４－３２６１ 
☎０１９－６８４－４３６７ ＦＡＸ ０１９－６８４－２１５７ 
☎０２５－２０１－５７７５ ＦＡＸ ０２５－２０１－５７７６ 
☎０５８４－７３－４２７０ ＦＡＸ ０５８４－８１－５０８４ 
☎０９６－３８８－１０２７ ＦＡＸ ０９６－３８８－１０２８ 

E-mail：eigyoubu@shin-etsu.co.jp 
E-mail：hokkaido@shin-etsu.co.jp 
E-mail：oosaka@shin-etsu.co.jp 
E-mail：fukui@shin-etsu.co.jp 
E-mail：hiroshima@shin-etsu.co.jp 
E-mail：morioka@shin-etsu.co.jp 
E-mail：niigata@shin-etsu.co.jp 
E-mail：chubu@shin-etsu.co.jp 
E-mail：kumamoto@shin-etsu.co.jp 

 

ＲＩＬＥＭ＊ TC 117-FDC 

試験方法  凍結融解試験（ＣＤＦ試験） 
 １週間の前吸水を実施し、吸水期間が終了した後に凍結融解作用を与えて、劣化状況の確認と重量損失量の計測を行った。計測時には超音波

をかけて剥離を綺麗に落とし、吸水した状態で重量損失量を計測する。剥離量は後日、絶乾状態にて計測した。 

試験溶液には塩化ナトリウム水（ＮaＣl；３％）を使用して、塗布面を下に向け、試験容器に１０㎜のスペーサーを挟み、試験溶液に１５㎜

の高さまで満たすようにした。この状態で、凍結融解作用を２,４,８,１６,２８ｻｲｸﾙに到達した場合の劣化状況の確認及び、試験体の重量と重量

損失量の計測を行った。また、側面に関してはエポキシ樹脂にて封緘し、吸水及び凍結融解の影響を受けないようにした。 

尚、試験用供試体は１０×１０×１６㎝ で型枠底面部を塗布面とした。 
また、凍結融解ｻｲｸﾙは 20℃ → －20℃(10℃/h)に下げ、－20℃で３ｈ保持、―20℃ → 20℃(10℃/h)に上げ，20℃１ｈ保持の１２時間ｻｲｸﾙ

である。 


